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理事長便り 

　
梅
の
つ
ぼ
み
も
ふ
く
ら
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
に
は
ま

す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
伊
予
路
に
春
を

呼
ぶ
と
い
わ
れ
る
「
椿
ま
つ
り
」
が

今
年
は
二
月
二
〇
日
・
二
一
日
・
二
二

日
と
例
年
よ
り
若
干
遅
い
た
め
、

ま
つ
や
ま
は
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が

続
い
て
お
り
ま
す
。 

　
さ
て
、二
〇
一
〇
年
度
が
ス
タ
ー

ト
し
て
一
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。一

月
一
八
日
に
開
催
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
「
賀
詞
交
歓
会
」
に
は
、

松
山
市
長
中
村
時
広
様
を
は
じ

め
国
会
議
員
、県
議
会
議
員
、市

議
会
議
員
の
皆
さ
ま
、地
元
経
済

界
よ
り
、株
式
会
社
愛
媛
銀
行
頭

取
中
山
鉱
治
郎
様
を
は
じ
め
多

く
の
ご
来
賓
の
皆
さ
ま
、そ
し
て
、

日
本
Ｊ
Ｃ
直
前
会
頭
安
里
繁
信

君
を
は
じ
め
、全
国
各
地
よ
り
多

く
の
同
志
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
を

い
た
だ
き
、そ
の
ご
厚
情
に
あ
ら
た
め

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
本
年
よ
り
、
新
た
な
試
み
と
し
て

内
輪
の「
新
年
会
」
か
ら
「
賀
詞
交
歓

会
」へ
と
そ
の
会
の
趣
旨
を
変
更
さ
せ

て
い
た
だ
き
、さ
ま
ざ
ま
な
話
題
に
つ

い
て
多
く
の
皆
さ
ま
と
意
見
交
換
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
い
た
だ
き
、

ま
つ
や
ま
の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
最

も
頼
ら
れ
、
必
要
と
さ
れ
る
青
年
の

集
い
へ
と
運
動
を
昇
華
さ
せ
る
べ
く
、

決
意
も
新
た
に
素
晴
ら
し
い
ス
タ
ー

ト
を
切
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
、今
年
は
多
く
の
メ
ン
バ
ー

に
参
加
い
た
だ
い
た
京
都
会
議
は
、一

九
六
七
年
よ
り
毎
年
一
月
に
京
都
で

開
催
さ
れ
て
い
る
社
団
法
人
日
本
青

年
会
議
所
と
会
員
会
議
所
の
新
年

度
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
会
議
で
す
。
京

都
会
議
で
は
、会
頭
よ
り
一
年
間
の
運

動
方
針
を
会
員
会
議
所
メ
ン
バ
ー
に

発
信
さ
れ
る
と
と
も
に
、一
年
間
の
運

動
展
開
に
つ
い
て
、本
会
が
会
員
会

議
所
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
情

報
発
信
並
び
に
共
有
の
場
で
あ
り

ま
す
。二
〇
一
〇
年
度
の
日
本
Ｊ
Ｃ

は
相
澤
弥
一
郎
会
頭
の
も
と
、『
曇

り
な
き
「
心
の
月
」
で
明
日
を
照

ら
す
　
世
界
に
輝
く
日
本
　
論

ず
る
こ
と
に
終
わ
る
な
か
れ
！
真

の
民
主
主
義
国
家
の
創
造
』
を
基

本
理
念
と
し
て„
陽
は
ま
た
昇
る
“

地
域
を
照
ら
す
光
明
た
れ
！
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
一
年
間
運
動
が
展
開
さ

れ
ま
す
。ご
存
知
の
通
り
、現
在
、

全
国
に
は
七
〇
八
の
青
年
会
議
所

が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
が
地
域
に
根

差
し
た
運
動
を
展
開
す
る
と
と

も
に
、日
本
Ｊ
Ｃ
が
中
心
と
な
り
地

域
に
止
ま
ら
な
い
国
家
的
な
問
題（
領

土
意
識
醸
成
、
等
）や
市
民
意
識
変

革
に
繋
が
る
運
動（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
型
公

開
討
論
会
、憲
法
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
、
等
）
を
重
層
的
な
組
織
構
造
を

活
か
し
て
展
開
し
て
い
ま
す
。 

　
私
た
ち
は
、地
域
で
の
運
動
・
活
動

に
加
え
、こ
の
国
の
責
任
世
代
と
し
て
、

市
民
の
琴
線
に
触
れ
意
識
喚
起
に
つ

な
が
る
正
し
い
運
動
を
行
う
と
と
も

に
、氾
濫
す
る
情
報
、一
部
メ
デ
ィ
ア
の

視
聴
率
争
い
に
よ
る
偏
向
報
道
問
題

等
、
混
沌
と
し
た
社
会
に
お
い
て
市

民
の
リ
テ
ラ
シ
ー
能
力
を
向
上
さ
せ

る
機
会
を
し
っ
か
り
と
創
出
し
て
い

く
の
も
私
た
ち
の
重
要
な
運
動
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
そ
し
て
、市
民
意
識
を
魅
了
す
る

運
動
の
継
続
的
な
実
践
に
よ
り
、共

に
活
動
い
た
だ
け
るA

C
T
IV
E
 C
IT
I-

Z
E
N

を
創
造
す
る
こ
と
が
私
た
ち
の

目
指
す
べ
き
「
奉
仕
」（=C

om
m
unit-

y S
ervice

）で
あ
る
と
信
じ
て
お
り

ま
す
の
で
、
残
り
十
一
カ
月
、
共
に
運

動
を
、歩
み
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

「The Original 
　　　Active Citizens」 

１　月 
４日（月） 松山市年賀交歓会 
 伊豫豆比古命神社新年祈願 
５日（火） 平成２２年度愛媛広告協会新春懇親会 
 第１回常任理事会 
７日（木） 活動協力提携書調印式 
 第５８回愛媛新聞賞・ 
 第３７回愛媛新聞スポーツ賞　贈呈式 
９日（土） ２０１０年度高松ＪＣ　新年会 
１０日（日） ２０１０年度八戸ＪＣ　新年会 
１２日（火） 第１回理事会 
１５日（金） 松山ＪＣシニアクラブ１月総会・例会 
１６日（土） ２０１０年度徳島ＪＣ　新年互礼会 
１８日（月） ２０１０年度第１回総会・１月例会賀詞交歓会 
１９日（火） 第１回正副理事長会議 
２０日（水） ２０１０年度高知ＪＣ　賀詞交換会 
２１日（木） 松山南ロータリークラブ　卓話 
２２日（金） 日本ＪＣ京都会議　早朝会議 
 日本ＪＣ理事会オブザーブ 
 日本ＪＣ四国地区 
 　　　愛媛ブロック協議会ナイト 
 日本ＪＣ委員会ナイト訪問 
２３日（土） 日本ＪＣ京都会議　早朝会議 
 ２００９年度日本ＪＣ第２１回正副会頭会議 
 ２００９年度日本ＪＣ第１１回常任理事会 
 日本ＪＣ通常総会 
 日本ＪＣ四国地区協議会 
 　　　第１回会員会議所会議 
 ＬＯＭナイト 
 日本ＪＣ友好会員会議所ＬＯＭナイト訪問 
２４日（日） 日本ＪＣ京都会議　早朝会議 
 日本ＪＣ京都会議　新年式典 
 日本ＪＣ京都会議　新春交歓会 
 平安神宮　新年祈願 
２５日（月） 伊勢神宮　新年祈願 
２６日（火） ひめぎん連合会　新春特別講演会 
３０日（土） 日本ＪＣ会員拡大プログラム発信セミナー 
 日本ＪＣ四国地区愛媛ブロック協議会 
 　　　第１回会員会議所会議 
３１日（日） 第４８回愛媛マラソン　おもてなしブース 

２　月 
２日（火） 第２回常任理事会 
３日（水） 第２回正副理事長会議 
６日（土） 東京ＪＣ　成島真紀君を偲ぶ会 
７日（日） 日本ＪＣ四国地区協議会 
 　　　第２回役員会議オブザーブ 
 日本ＪＣ四国地区協議会 
 　　　第２回会員会議所会議 
 日本ＪＣ四国地区協議会 
 　　　第１回全体会議 
９日（火） 第２回理事会 

理事長活動報告 
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松
山
春
ま
つ
り
は
、か
つ
て「
松

山
市
・
松
山
春
ま
つ
り
実
行
委

員
会
」
が
主
催
と
な
っ
て
開
催
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
松
山
城
築
城

四
〇
〇
年
に
あ
た
る
平
成
十
四

（
二
〇
〇
二
）
年
に
、
運
営
主
体

を
松
山
市
か
ら
社
団
法
人
松
山

青
年
会
議
所
に
任
さ
れ
て
以
来
、

数
々
の
改
革
と
新
企
画
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

四
月
二
・
三
・
四
日
と
固
定
さ
れ

て
き
た
開
催
日
を
四
月
の
第
一

金
・
土
・
日
曜
日
と
し
た
の
も
こ

の
年
か
ら
で
し
た
。
今
年
度
も「
松

山
春
ま
つ
り
お
城
ま
つ
り
」
を
継

続
的
に
発
展
さ
せ
、例
年
に
な
い

試
み
を
実
施
す
る
こ
と
で
、観
客

動
員
の
増
加
に
つ
な
げ
、松
山
の

活
性
化
に
繋
が
る
よ
う
企
画
・

運
営
し
、松
山
ら
し
い
春
ま
つ
り

お
城
ま
つ
り
を
全
国
に
発
信
し

ま
す
。 

平成22年４月４日（日） 

【大名・武者行列】 
○神　事　10：30～11：00　場所／松山城　天神櫓 
○出発式　11：30～11：40　場所／ロープウェイ駅舎前 
○行　列　11：40～13：00　場所／ロープウェイ街～大街道商店街～千舟町通り 
・神事、出発式後、公募による出演者(約200名及び馬4頭)により、勇壮華麗で魅力あふれる行列を繰り広げます。 
　城主は公募とし、姫役はタレントの夏川純さんを迎えます。演武にプロも加わり、観客も参加者も楽しめる趣向を凝らし 
　た行列にするとともに、身体障がい者の方々にもご参加いただきます。 
 
【ストリート演舞】 
○出　発　11：40～12：30　場所／大街道商店街～千舟町通り 
・園児、小学生による音楽隊、仮装行列や様々な団体による演舞など、パレード隊を組んで行進していきます。 
 
【春まつり in 堀之内】（仮称） 
○10：00～16：30　場所／堀之内公園 
・今春3月に第1期整備工事完了予定の堀之内公園を活用し、ダンス・音楽イベント、フリーマーケット、 
　えひめ特産食べ物ブース、郷土芸能大会など、市民の皆さまが見て、参加して楽しんでいただくことのできるイベントを 
　行います。 

ローカリズム推進委員会 

日　時 

内　容（予定） 
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公益法人格取得特別会議　議長　田中　雅之 

公益社団法人格取得に向けて／賀詞交歓会 

公益社団法人格取得に向けて 

　２月例会の勉強会において、公益法人制度改革に伴う説明および意識調査を行いました。松山青年会議所は社団法
人として法人格を取得しており、制度改革によって平成２５年までに一般社団法人もしくは公益社団法人へと移行する予
定です。そこで新旧制度の相違など概略をご紹介します。 

新旧制度の定義の相違 
【従来の公益法人】 
学術・技芸・慈善・祭祀・宗教その他の公益に関する社
団又は財団であり、営利を目的としないもの 

【新たな公益法人】 
一般社団・財団法人法により設立された社団法人また
は財団法人であって、公益法人認定法により公益性の
認定を受けた法人。公益社団法人と公益財団法人を
合わせた総称 
 
新制度の柱とは 
　「法人格取得と公益認定の切り離し、準則主義による
非営利法人の登記での設立、主務官庁制廃止と民間有
識者からなる合議制機関による公益認定、公益認定要件
の実定化、中間法人の統合、既存の公益法人の移行・解
散など」とされており、公益法人を認定する際のガイドライン
的な要素がメインとなっています。端的に言えば「今までの
公益法人制度では問題があって時代にも合わなくなった
ので修正した」という事です。 

移行にあたって 
　我々の青年会議所も、一般社団か公益社団へ移行し
なくてはならないのですが、活動の目的がどちらに適合する
かという点が重要ではないかと思います。青年会議所とは、
「明るい豊かな社会の実現を理想として個人の修練・社
会への奉仕・世界との友情を基本姿勢におき、事業を実
施する過程でリーダーシップトレーニングを経験する」団体
となっていますが、近年はこれに『公益性』の要素が含まれ
ています。我々は青年会議所であり様々な地域での活動
を行う上で公益性を求めているのであれば、自ずと方向は
示されているのではないかと思います。 
　二者択一の際に悩む要因は、公益社団を取得する際
の認定基準である『公益目的事業比率５０%以上』の部
分ではないかと思います。多くの事業は基本的に自らが動
き、切り詰めた予算で実施しており必然的に事業が５割を
超えることは難しく、かといって賀詞交歓や会員同士のコミ
ュニケーションを図る事業を削減して割合を稼ぐなど情緒
の無い事はしたくありません。現存の事業を再度検証した
上でどちらの条件に適しているかで最終的な判断を行うの
で良いかと思います。いずれにしろ我々がＪＡＹＣＥＥであ
る誇りと利他の精神を持ち続けて活動していける事を願っ
て、今後は現役のメンバーに託して終わりたいと思います。 

1月例会「賀詞交歓会」開催報告 
　１月１８日に開催された「賀詞交歓会」では、政財界・県内各企業・関係団体より多くのご来賓にお越しいただき、また日
本青年会議所・松山青年会議所シニアクラブメンバーからもたくさんの方々にご出席いただきました。冒頭のオープニング
ＶＴＲではこれまで我々の行なってきた事業の紹介や歴代理事長の
紹介が流れ、井川理事長の所信表明演説となり、今松山青年会議
所がこの街のためにやらなければならないこと、ＪＣにしか出来ないこと、
私たちが求められていることを、非常に力強い言葉で演説しました。
来賓祝辞の中で「ＪＣには若さがある。勢いがある。現在の景気低迷
を吹き飛ばして欲しい。」などの言葉から我々が期待されていることを
実感するとともに、たくさんのご祝辞をいただきました。乾杯後はこの
会に出席された皆様との名刺交換や意見交換・情報交換が出来て、
現役メンバーはもとより、出席者全員が有意義な時間を持てたと思い
ます。ご出席頂きましたご来賓の皆様、１月のお忙しい時期にお越し
頂きまして誠にありがとうございました。 
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新入会員募集 
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　じゃがいもクラブに入会したのは、（社）松山青年会議所に入会し
た平成１２年。今から１０年程前のことになります。先輩から「藤田君、
ゴルフするんかぁ？」と聞かれ、「はい、しますよ」と答えた、その後に気
が付けばクラブ会員として登録されていました。でも今はそれで良か
ったです。お陰で委員会や通常例会では生まれなかったであろう友
情もでき、様 な々先輩と楽しく会話させていただく機会も得ました。 
　新年一発目に優勝でき、また野中いも長の「ホールインワン」が出た
りで、今年も良い年になりそうです。 
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ホールインワン NO.3 
ド ラ コ ン  
ニ ア ピ ン  
ベ ス グ ロ  
次 回 Ｈ Ｄ  

野中 
中村　　徳本 
池田　　江　　　上岡 
高須賀 
藤田（１８⇒１４） 丸山（１６⇒１４） 

藤 田  昌 宏  君 

藤田　昌宏 
（ふじた まさひろ） 

昭和４５年６月１５日生 
平成１２年入会 

藤 田 　 昌 宏  
丸 山 　 　 武  
石 丸 　 直 史  
丸 木 　 公 介  
高 須 賀 幹 由  
小 池 　 正 照  
土 居 　 　 聰  
中 村 　 憲 一  
池 田 　 啓 吾  
徳 本 　 晃 久  
藤 井 祐 一 郎  
野 中 　 信 辰  
山 田 　 相 悟  
新 矢 　 　 一  
藤 堂 　 幸 司  
寺 川 　 洋 史  
門 屋 　 光 彦  
矢 野 　 大 洋  
上 岡 喜 美 夫  
江 　 　 英 夫  
平 岡 昌 次 郎  
石 丸 　 寿 夫  
宮 内 　 謙 彰  
小 糸 三 千 男  
吉 末 　 　 修  
森 　 　 善 真  
菅 野 　 　 崇  
岡 本 　 　 治  
小 川 　 　 仁  
井 川 　 直 樹  
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趣味の会報告 

じゃがいもクラブ1月例会 

ＪＣ運動発信委員会 

愛媛マラソン報告 

第48回愛媛マラソン開催 
　１月３１日（日）第４８回愛媛マラソンが、大幅なリニューアルを施し開催されました。新生

愛媛マラソンは、県庁前をスタートし松山市内を通過後、北条方面で折り返し堀之内公

園をゴールとする新しいコースになったほか、これまでの制限時間４時間を６時間とするなど、

一般ランナーが気軽に参加できるような工夫がなされた市民マラソンになりました。県内外

から訪れた約３，５００名のランナーが完走を目指し、松山市内を駆け抜けると、沿道に駆け

つけた観客から大きな声援が贈られていました。 

　私たち（社）松山青年会議所もランナーズサー

ビスとして、おもてなしブースにおいて愛媛の郷土

料理「いも炊き」のお接待をさせていただきました。

当日は朝から小雨の降る肌寒い天気でしたので、

テント内から広がる湯気も美味しさの手助けとなっ

たのか、ゴールしたランナーの方々から「うまい！」「あったか～い」と

嬉しいお言葉をたくさんいただき、メンバー全員が喜びの表情を浮

かべていました。途中で配膳が間に合わなくなり、雨の中待ってい

ただいた方にはご迷惑をお掛けしましたが、約３，５００食の提供が

出来たこと、そしてこのような機会を頂きました愛媛マラソン実行委

員会、関係スタッフの皆様に感謝を申し上げます。 

愛媛マラソン・趣味の会 





ハイブリッドフォークリフト 

「GENEO HYBRID」誕生 

本社 〒791-8057　松山市大可賀3丁目150-20 
TEL：089-967-6555  FAX：089-967-6444

松山本社　松山市問屋町3番6号　TEL 089-922-2121（代表） 
今治本社 宇和島・大洲・西条・四国中央・多度津／営業所 http://www.marumasstrig.co.jp/

リフォーム＆太陽光発電 クネット（手すり） 

Mail：build＠i-gp.co.jp　　　　営業所　広島・高松 

驚異のセラミック技術で光と熱をシャットアウト！ 
ハイテク素材の反射・断熱コーティング剤 

当社屋上施工結果　表面温度62.6℃が38.2℃へ　温度差24.4℃ 

【SUPER THERM　スーパーサーム】 

本社  松山市久万ノ台189－1 　（089）923－2001
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